
１　概要説明
名 称 所 在 地

設 立 年 月 日
公 益 認 定

代 表 者

職員数（実員） 基 本 財 産 　5億2,160万円(区出捐金:5億円/その他:2,160万円)

２　組織機構

３　設立目的と今後の経営方針

【目的】　足立区内における体育、スポーツの振興を図り、区民の心身の健全な発達と明るく豊かな生活の形成に寄与し、活力ある地域社会づくりに貢献する。
【経営方針】
（１）組織の見直しにより評議員及び理事の定数削減を目指す。それぞれの本来の役割を担っていくとともに経費削減に効果も狙う。
（２）加盟団体連絡者協議会を、単なる情報提供の場から意見を求める場にし、各団体が「体協を運営する一員である」ことを実感することで、次の貢献につないでいく。

（３）国債や地方債による運用益のほか、賛助会費の検討により財政基盤を補っていく。区補助金収入については必要経費を精査しながら算定していく。

【重点事項】
（１）足立区におけるコロナウイルス感染防止対策を注視し、区民大会等の実施を見極めていくとともに、区民のスポーツ活動を維持していく。
（２）東京2020オリンピック・パラリンピック大会に向け、区と連携して区民の機運醸成やボランティア活動に取り組んでいく
（３）コンプライアンス順守の為に体育協会や連盟・協会主催の各種研修会等を実施し、社会規範に則した活動とリスクマネジメントの徹底を図っていく。
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４　令和３年度の主な公益目的事業等詳細内容
（１）　公益目的事業（体育・スポーツ・レクリェーションの普及・振興に関する事業）

ア　スポーツ大会の開催

（ア）区民体育大会 実績:R2【すべて中止】　R1【37種目・12,314人】

（イ）都民体育大会足立区予選会 実績:R2【すべて中止】　R1【13種目・4,172人】
①軟式野球、②陸上競技、③卓球、④バレーボール、⑤バスケットボール、⑥剣道、⑦サッカー、⑧弓道、⑨バドミントン、⑩クレー射撃、
⑪ライフル射撃、⑫ソフトボール、⑬テニス

（ウ）墨東五区大会（当番区） 実績:R2【すべて中止】　R1【3種目・1,421人】軟式野球、水泳、サッカー
①バドミントン、②剣道、③バスケットボール　※コロナ禍によりR2は中止。R3は同種目を担当予定

イ　スポーツ教室・広場の開催

（ア）スポーツ教室 実績:R2【３種目・5,848人】　R1実績【３種目・13,611人】
①水泳、②トランポリン、③武術太極拳

（イ）スポーツ広場 実績:R2【４種目・4,087人】　R1実績【６種目・12,254人】
①卓球、②バレーボール、③一輪車、④武術太極拳

ウ　指導者養成・育成及び紹介

（ア）足立区公認スポーツ指導員養成・紹介実績:R2【0回・0人】　R1実績【２回・32人】

（イ）普通救命救急講習会 実績:R2【中止】　R1実績【１回・23人】

（ウ）レベルアップ講習会　 実績:R2【中止】　R1実績【中止】

（エ）競技力向上講習会 実績:R2【1回・17人】　R1実績【9回・737人】

エ　顕彰事業（優秀選手の顕彰・奨励） 実績:R2【42人・団体】　R1実績【73人・団体】

オ　ジュニア育成

（ア）ジュニアスポーツ大会 実績:R2【すべて中止】　R1実績【15種目・6,724人】
①軟式野球、②陸上競技、③柔道、④卓球、⑤ソフトテニス、⑥バレーボール、⑦水泳、⑧バスケットボール、⑨剣道、⑩サッカー、
⑪バドミントン、⑫テニス、⑬トランポリン、⑭ビーチボールバレー、⑮ゴルフ

（イ）ジュニア育成地域推進事業（国体種目・オリンピック種目）
　ａ　ジュニア教室 実績:R2【7種目・306人】　R1実績【6種目・377人】

①卓球、②ゴルフ、③なぎなた、④トランポリン、⑤バドミントン、⑥水泳、⑦ソフトボール

　ｂ　ジュニア強化練習 実績:R2【6種目・748人】　R1実績【8種目・843人】
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①サッカー、②トランポリン、③新体操、④陸上競技、⑤バドミントン、⑥ミニバスケットボール、①武術太極拳

　ｃ　ジュニア審判・指導者養成研修 実績:R2【2種目・176人】　R1実績【2種目・295人】
①なぎなた、②軟式野球、③卓球

（ウ）ジュニア合宿（軟式少年野球） 実績:R2【中止】　R1実績【1種目・19人】

（エ）熱中症予防講習会 実績:R2【中止】　R1実績【１回・35人】

★ （オ）コンプライアンス研修会 実績:R2【中止】　※R2新規

R2は、ジュニアスポーツに焦点を当てて実施予定だったが緊急事態宣言発出により中止（３年度に延期）。
今後は、加盟団体向けの組織運営に関するコンプライアンスも検討していく。

カ　各種大会選手派遣

（ア）都民体育大会 実績:R2【すべて中止】　R1実績【21種目・472人】

（イ）都民スポレクふれあい大会 実績:R2【すべて中止】　R1実績【3種目・118人】
①グラウンド・ゴルフ、②バウンドテニス、③スポーツ吹矢

（ウ）都民生涯スポーツ大会 実績:R2【7種目・88人】　R1実績【14種目・226人】
①陸上競技、②ラージボール卓球、③サッカー、④ソフトボール、⑤ゲートボール、⑥ボウリング、⑦水泳

（エ）墨東五区大会 実績:R2【すべて中止】　R1実績【10種目・527人】
①軟式野球、②陸上競技、③駅伝、④柔道、⑤卓球、⑥ソフトテニス、⑦バレーボール、⑧水泳、⑨サッカー、⑩弓道、⑪空手
※当番区の３種目は、１（１）「スポーツ大会の開催」に計上

キ　スポーツカーニバル・リバーサイドウォーキング

（ア）スポーツカーニバル 実績:R2【中止】　R1【中止】　H30【6,942人】　R1は、台風のため中止。R2はコロナ禍により中止
令和３年度はコロナ禍の状況を見つつ、令和３年１１月２１日（日）予定

（イ）リバーサイドウォーキング 実績:R2【中止】　R1【中止】　H30実績【366人】　R1・R2は、コロナ禍のため中止

令和３年度はコロナ禍の状況を見つつ、令和４年３月２７日（日）予定

★ ク　機関誌の発行

体協独自の印刷媒体は廃止し、ホームページでの情報発信に移行。

（ア）「ときめき」共同発行 実績:R2【48段】　R1【48段】
年１２回　※編集幹事は、勤労福祉サービスセンター

（イ）「体協年鑑」の発行 実績:R2【年１回】　R1【年１回】
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PDF化し必要最低限（加盟団体分）を自主印刷。

（ウ）ホームページ運営（通年） コロナ対応なども積極的に配信

（エ）報道機関への情報提供（随時）

ケ　公益目的事業事務費・人件費

（ア）事務費
★ （イ）人件費 現員数　R2【合計7名】 常勤4名（派遣4名）再任用2名（派遣1名 固有1名）非常勤1名（固有1名）

固有職員退職者不補充 　　　　　 R1【合計8名】 常勤5名（派遣5名）再任用1名（固有1名）非常勤2名（派遣1名 固有1名）

（２）　その他事業（相互扶助等事業）

ア　加盟団体助成事業
★ （ア）加盟団体助成事業 実績:R2【1団体２万円】 R1【1団体7万円】

加盟団体の活動費補助。令和２年度は、コロナ禍によりほとんど活動できない状態であることから２万円とした。　※３年度は３万円の予定
（イ）顕彰事業 実績:R2【26人・団体】　R1【20人・団体】

体育協会役員および加盟団体役員・傘下団体の功績に対する顕彰
（ウ）賀詞交換会　令和４年１月予定 実績:R2【中止】　※H30実績【73人】

R1は、７０周年記念式典を開催のため実施せず。
（エ）後援事業 実績:R2【158事業】　R1実績【157事業】

加盟団体主催事業（大会等）への後援

（３）　法人会計（法人運営に関する事務等）

ア　法人会計
★ （ア）理事会 R3見込【3回、定数上限12名】　R2【3回（うち文書決議1回）、現員22名】
★ （イ）評議員会 R3見込【3回、現員30名】　R2【2回、現員30名】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※次期改選時（R5年6月）に、定数上限を12名に改定予定
（ウ）経営部門会議 R3見込【30回】　R2【21回（うち文書決議3回）】

執行役員会、企画財務部会、事業部会、広報部会、指導普及部会、顕彰審査委員会
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５　収支決算（正味財産増減計算ベース）

R02決算額 前年度決算額 増減
経常収益計 28,081,136 47,552,836 ▲19,471,700
経常費用計 28,029,871 52,729,863 ▲24,699,992

経常外収益計 0 0 0
経常外費用計 0 0 0

差引計 51,265 ▲5,177,027 5,228,292

科　　　　　　　　　目 R02決算額 前年度決算額 増減 備考
Ⅰ 一般正味財産増減の部
    １． 経常増減の部
      (１) 経常収益
        基本財産運用益
            基本財産利息 〈1〉 3,088,983 2,783,981 305,002 基本財産の運用益。国債取得による運用益の増。
          基本財産運用益計 〈2〉 3,088,983 2,783,981 305,002
        特定資産運用益
            特定資産利息 〈3〉 1,008 1,316 ▲308 預金利息
          特定資産運用益計 〈4〉 1,008 1,316 ▲308
        受取会費
            加盟団体分担金 〈5〉 720,000 720,000 0 加盟する３６団体からの分担金（@20,000円）
          受取会費計 〈6〉 720,000 720,000 0
        事業収益
            その他事業収益 〈7〉 0 2,510,000 ▲2,510,000 スポーツカーニバル中止による広告掲載収入の減
          事業収益計 〈8〉 0 2,510,000 ▲2,510,000
        受取補助金等
            区事業補助金 〈9〉 3,893,959 18,897,288 ▲15,003,329 区民大会等中止による区補助金収入の減 R02 H31（R01）

〈10〉 ・区民大会および総合開会式 250,737 7,229,033
〈11〉 ・都民体育大会予選会 18,400 453,880
〈12〉 ・墨東五区各種大会 0 2,015,000
〈13〉 ・ジュニアスポーツ大会 277,918 2,647,370
〈14〉 ・公認スポーツ指導員育成支援 500,304 774,553
〈15〉 ・都民体育大会等役員・選手派遣 137,020 2,865,000
〈16〉 ・広報紙作成 2,709,580 2,912,452
〈17〉 ・スポーツ広場・教室 0 0
〈18〉 小計 3,893,959 18,897,288

(単位:円）

【収支決算（正味財産増減ベース）】 - 5 -



6

科　　　　　　　　　目 R02決算額 前年度決算額 増減 備考
            区運営補助金 〈19〉 16,675,527 17,856,314 ▲1,180,787 R02 H31（R01）

〈20〉 ・人件費等 12,107,968 12,957,634
〈21〉 ・公益事業事務費等 4,567,559 4,898,680
〈22〉 小計 16,675,527 17,856,314

            都体育協会補助金 〈23〉 170,000 178,400 ▲8,400 R02 H31（R01）
〈24〉 ・地区体協育成費 170,000 170,000
〈25〉 ・シニア推進事業（リバサイ・ウォーキング中止） 0 8,400
〈26〉 小計 170,000 178,400

都体協ｼﾞｭﾆｱ育成事業補助金 〈27〉 3,343,536 4,247,421 ▲903,885 ・ジュニア育成事業補助金（ジュニア教室等一部中止による減）
          受取補助金等計 〈28〉 24,083,022 41,179,423 ▲17,096,401
        受取負担金
            受取負担金 〈29〉 0 0 0 ・区スポーツカーニバル中止
          受取負担金計 〈30〉 0 0 0
        受取寄付金
            寄付金収益 〈31〉 188,000 0 188,000 ・周年事業に伴う加盟団体からの寄付金の増
          受取寄付金計 〈32〉 188,000 0 188,000
        雑収益
            受取利息収益 〈33〉 123 44 79 ・受取利息
            雑収益 〈34〉 0 358,072 ▲358,072 ・周年事業への祝い金等の減
          雑収益計 〈35〉 123 358,116 ▲357,993
          経常収益計 〈36〉 28,081,136 47,552,836 ▲19,471,700
      (２) 経常費用
        事業費
            給料手当 〈37〉 5,657,678 5,793,247 ▲135,569 ・コロナ禍による事業中止、周年事業の終了による事業準備等の減
            臨時雇賃金 〈38〉 419,760 95,930 323,830 ・臨時職員雇用による増（期間限定雇用）
            福利厚生費 〈39〉 6,058,310 6,432,206 ▲373,896 ・共済負担金対象職員の減
            旅費交通費 〈40〉 685,894 1,068,344 ▲382,450 ・会議等開催回数の減
            通信運搬費 〈41〉 452,749 541,255 ▲88,506 ・郵券等通信費
            消耗品費 〈42〉 1,327,487 1,328,594 ▲1,107 ・コピー用紙等事務用品等、事業消耗品
            修繕費 〈43〉 455,745 440,196 15,549 ・印刷機等保守、修繕
            印刷製本費 〈44〉 90,860 2,390,173 ▲2,299,313 ・体協広報誌「Sportsあだち」印刷廃止による減。前年度はトキメキの臨時支出があった
            燃料費 〈45〉 38,465 35,622 2,843 ・自動車燃料
            会議費 〈46〉 0 1,768 ▲1,768 ・賀詞交換会中止により支出なし
            賃借料 〈47〉 1,900,562 2,104,344 ▲203,782 ・パソコン・印刷機等リース費用ほか。公用車リースの減
            保険料 〈48〉 163,370 440,708 ▲277,338 ・賠償保険料を管理費で計上したための減
            諸謝金 〈49〉 0 127,180 ▲127,180 ・指導員養成講習会中止による講師謝礼の減
            補助金 〈50〉 4,270,179 21,997,734 ▲17,727,555 ・事業の中止による区民大会等運営費補助の減
            支払負担金 〈51〉 2,514,240 2,662,367 ▲148,127 ・スポーツカーニバル負担金の減
            奨励金 〈52〉 20,000 590,000 ▲570,000 ・開催大会の減少に伴う成績優秀者への奨励金の減

【収支決算（正味財産増減ベース）】 - 6 -
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科　　　　　　　　　目 R02決算額 前年度決算額 増減 備考
            手数料 〈53〉 154,136 249,548 ▲95,412 ・銀行振込手数料
            光熱水費 〈54〉 57,813 87,420 ▲29,607 ・庁舎光熱水費
            支払利息 〈55〉 242,484 0 242,484 ・運用債券購入に伴う取得債券の経過利息の増
            ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ料 〈56〉 660,000 588,600 71,400 ・会計コンサルタント料
            雑費 〈57〉 42,000 153,078 ▲111,078 ・役員等表彰記念品の減
            租税公課 〈58〉 26,300 0 26,300 ・公用車再リースに伴う重量税
          事業費計 〈59〉 25,238,032 47,128,314 ▲21,890,282
        管理費
            福利厚生費 〈60〉 205,472 287,923 ▲82,451 ・派遣職員共済負担金（按分）
            旅費交通費 〈61〉 446,189 940,594 ▲494,405 ・会議等開催回数の減
            通信運搬費 〈62〉 120,975 151,681 ▲30,706 ・会議通知・資料送付用郵券
            消耗品費 〈63〉 679 708,320 ▲707,641 ・事務用品の減（前年度は周年事業実施のため例年より増加した）
            修繕費 〈64〉 92,400 66,000 26,400 ・会計ソフト保守費
            印刷製本費 〈65〉 1,409,400 149,504 1,259,896 ・70周年記念誌作成に伴う印刷経費の増
            手数料 〈66〉 6,300 97,862 ▲91,562 ・銀行手数料。役員改選がなかったため登記手数料がかからなかった
            光熱水費 〈67〉 2,409 4,599 ▲2,190 ・庁舎光熱水費（按分）
            賃借料 〈68〉 87,504 87,504 0 ・会計ソフトリースほか
            保険料 〈69〉 282,701 0 282,701 ・賠償保険料。前年度は事業費で計上していた
            交際費 〈70〉 0 202,920 ▲202,920 ・他団体会合の中止等による会費等の減
            租税公課 〈71〉 4,200 3,000 1,200 ・収入印紙等
            支払負担金 〈72〉 66,054 68,500 ▲2,446 ・都体協加盟分担金、協賛会費等
            諸謝金 〈73〉 20,000 0 20,000 ・監事報酬
            雑費 〈74〉 47,556 2,833,142 ▲2,785,586 ・周年事業会費の減（前年度は周年事業実施のため例年より増加した）
          管理費計 〈75〉 2,791,839 5,601,549 ▲2,809,710
          経常費用計 〈76〉 28,029,871 52,729,863 ▲24,699,992
         評価損益等調整前当期経常増減額 〈77〉 51,265 ▲5,177,027 5,228,292
          評価損益等計 〈78〉 0 0 0
            当期経常増減額 〈79〉 51,265 ▲5,177,027 5,228,292
    ２． 経常外増減の部
      (１) 経常外収益
          経常外収益計 〈80〉 0 0 0
      (２) 経常外費用
          経常外費用計 〈81〉 0 0 0
            当期経常外増減額 〈82〉 0 0 0
            税引前当期一般正味財産増減額〈83〉 51,265 ▲5,177,027 5,228,292
            当期一般正味財産増減額 〈84〉 51,265 ▲5,177,027 5,228,292
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科　　　　　　　　　目 R02決算額 前年度決算額 増減 備考
            一般正味財産期首残高 〈85〉 10,336,346 15,513,373 ▲5,177,027
            一般正味財産期末残高 〈86〉 10,387,611 10,336,346 51,265
Ⅱ 指定正味財産増減の部
        受取補助金等
            基本財産受取利息 〈87〉 3,088,983 2,783,981 305,002
          受取補助金等計 〈88〉 3,088,983 2,783,981 305,002
        指定正味財産からの振替
            一般正味財産への振替額 〈89〉 3,088,983 2,783,981 305,002
          指定正味財産からの振替計 〈90〉 3,088,983 2,783,981 305,002
            当期指定正味財産増減額 〈91〉 0 0 0
            指定正味財産期首残高 〈92〉 521,600,000 521,600,000 0
            指定正味財産期末残高 〈93〉 521,600,000 521,600,000 0
Ⅲ 正味財産期末残高 〈94〉 531,987,611 531,936,346 51,265
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